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く
さ
い
・
汚
い
・
腐
る
…
家
庭
か
ら
出

る
生
ご
み
は
、
ち
ょ
っ
と
放
っ
て
お
く
と

大
変
な
こ
と
に
！
お
ま
け
に
生
ご
み
は
可

燃
ご
み
の
約
４
割
以
上
を
占
め
て
い
る
そ

う
で
す
か
ら
、
生
ご
み
を
減
ら
せ
ば
ご
み

の
量
は
ぐ
ん
と
減
ら
せ
ま
す
。
で
も
、
ど

う
す
れ
ば
い
い
？

　

い
ま
、
長
野
市
が
進
め
て
い
る
の
が
段

ボ
ー
ル
箱
を
使
っ
た
生
ご
み
リ
サ
イ
ク
ル

で
す
。
こ
れ
は
、
み
か
ん
箱
大
の
段
ボ
ー

ル
箱
と
新
聞
紙
、
そ
し
て
［
ピ
ー
ト
モ
ス

＋
も
み
が
ら
く
ん
炭]

か
［
腐
葉
土
＋
米

ぬ
か
］
の
ど
ち
ら
か
で
で
き
る
お
手
軽
な

生
ご
み
処
理
機
。
臭
わ
ず
、
サ
ラ
サ
ラ
で
、

生
ご
み
が
勝
手
に
消
滅
す
る
と
い
う
信
じ

ら
れ
な
い
よ
う
な
自
然
の
生
ご
み
処
理
機

な
の
で
す
。

　

な
が
の
環
境
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
会
議

で
は
、
市
民
・
事
業
者
・
行
政
が
協
働
し

て
長
野
市
の
環
境
ビ
ジ
ョ
ン
の
達
成
に
む

け
た
様
々
な
取
組
み
を
し
て
い
ま
す
。
そ

の
ひ
と
つ
が
「
レ
ジ
袋
使
用
削
減
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
で
す
。

　
「
中
国
で
は
白
色
公
害
と
言
わ
れ
て
い
る

ん
で
す
よ
」
と
、
レ
ジ
袋
が
環
境
に
も
た

ら
た
す
被
害
を
語
っ
て
く
れ
た
の
は
渡
辺

ヒ
デ
子
さ
ん
。
な
ん
と
、
Ｌ
Ｌ
サ
イ
ズ
の

レ
ジ
袋
を
１
枚
作
る
の
に
18
・
３
ml
の
原

油
が
使
わ
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。
自
然
に

還
ら
な
い
レ
ジ
袋
は
、
亀
や
ク
ジ
ラ
が
ク

ラ
ゲ
と
間
違
え
て
食
べ
て
し
ま
っ
た
り
、
鹿

が
食
べ
て
死
亡
す
る
事
故
も
起
き
て
い
る

と
か
。

　
「
た
か
が
レ
ジ
袋
、
さ
れ
ど
レ
ジ
袋
。
マ

イ
バ
ッ
グ
を
持
っ
て
行
く
だ
け
で
、
ご
み

を
減
ら
せ
、
省
エ
ネ
に
な
り
、
生
態
系
も

汚
さ
な
い
。
誰
で
も
、
い
つ
で
も
、
ど
こ

で
も
で
き
る
環
境
運
動
が
“
レ
ジ
袋
ノ
ー
”

と
い
う
こ
と
で
す
」。

　

な
が
の
環
境
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
会
議

で
は
、
毎
月
５
日
を
「
ノ
ー
レ
ジ
袋
デ
ー
」

に
定
め
、
ス
ー
パ
ー
の
店
頭
な
ど
で
ア
ピ
ー

ル
を
続
け
て
き
ま
し
た
。
今
の
と
こ
ろ
マ

イ
バ
ッ
グ
持
参
率
は
、
意
識
の
高
い
京
都
で

40
％
ほ
ど
。
こ

れ
を
60
％
ま

で
、
長
野
で
普

及
さ
せ
た
い
渡

辺
さ
ん
で
す
。

◎
市
民
の
ご
み
減
量
化
大
作
戦 

［
そ
の
１
］

段
ボ
ー
ル
堆
肥
に
挑
戦
！

◎
市
民
の
ご
み
減
量
化
大
作
戦 

［
そ
の
２
］

ノ
ー
レ
ジ
袋
運
動
は
、み
ん
な
が
主
役
！

更北公民館で行われた「ごみ減量講座」で段ボール堆肥づくりに挑戦。

ながの環境パートナーシップ
会議の渡辺ヒデ子さん

毎月５日の「ノーレジ袋デー」には、花
の種を配りながらアピール中！

カ
ン
タ
ン
！

楽
し
い
！

な
が
の
環
境
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
会
議

◆�市内各地域で講習会が開催されてい

ます。手ぶらで参加、作ったものは

持ち帰れます！

◆�生ごみをできるだけ出さないお料理

や、生ごみ堆肥の作り方など、希望

があれば公民館などに「生ごみ減量

アドバイザー」を派遣する制度があり

ます。お気軽に連絡を！

★問合せ窓口
　長野市環境部生活環境課
 　tel.026-224-5035  fax.026-224-5108

❶段ボール箱で容器を作る。
内側も外側もしっかりガムテープで止める。
＊みかん箱がよい。折りのたたんである部分を伸ばす。

❸いよいよ生ごみを入れる。
床の中央に穴を掘って生ごみ500ｇ程度入れ、
米ぬかを２つかみ入れてよく混ぜる。
�一回に入れる生ごみは 500gが目安で、1日1
回は空気を入れながらかき混ぜる。
2〜 3日すると温度が上がってくる（40 ～
60℃）。水分不足になると熱が出ないので、米
のとぎ汁を水分調整に使う。

❺箱がいっぱいになったら？
新しい箱を作り、3〜4割移して次の床にする。
熱が出なくなったら畑で堆肥として使う。残り
は水分を加えてごみ処理に。

❷床を作ろう。
�底に新聞紙を敷き、腐葉土５㎏米ぬか３㎏を
混ぜて床にする。

❹置き場所は？
箱の下にスノコ板を置く。
口に布をかけてひもで止める（虫がはいらな
いように）。置き場所は、雨に当たらない風通
しがよく日当たりの良い軒下やベランダ。

家庭でカンタンに！ 段ボール堆肥の作り方
〜段ボールと腐葉土で堆肥づくり〜

米ぬか 腐葉
土

新聞紙
米ぬか３kg

腐葉土５kg

布をかけて
ひもでとめる

箱の下には
スノコを敷く

新しい床に３〜４割ほど移す

生ごみ
500g

床の真ん中に
穴を開ける

■�電動生ごみ処理機で分解された乾燥堆肥を自身で使
いきれない・処理に困っている方がおられましたら、
市役所　生活環境課で回収しています。
　土・日は、警備員室で受付しています。
■�提供された堆肥は、協力農家の方により土に還元し
ています。


